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1912年（明治45年　大正元年）
（加藤）一夫　　　「トルストイの歩みし道」　ホトトギス　1月
アアサア’シイモンズ　　「芸術に対するトルストイの態度3　帝圏文学　1月
大貫晶川訳
八杉貞利　　　　「杜伯の「生ける屍」」　帝国文学　1月
真彩　　　　　　「杜伯の『生ける屍」J　帝国文学　1月
（竹友）藻風　　　　「イエスの教へ」　基督教世界　1月
松浦　一　　　　『トルストイの芸術観」　弘道館　2月
徳田秋江訳　　　『生ひ立ちの記（青年篇）s　国民書院　2R
（近松）
三上白夜訳　　　「アリョーシャ」　新人　3月
　　　　　　　　「女七題　名文評釈　野苺のやうな晩　　新潮　3月
昇　曙夢訳　　　「三奇人」　文章世界　5月
津荷環山訳　　　「宗教とは如何なるものにして其本源は何処にあるか」　大阪講壇　5・6月
中沢臨川　　　　f新らしき人」　文章世界　6月
相馬御風　　　　「偉大なる人格，力ある描写一トルストイの『アンナ・カレニナSj　新潮　6
　　　　　　　　月
内閉魯庵　　　　「トルストイの話」　東亜之光第7巻ag　7号　7月
パウル・ビルコフ　　『トルストイ全伝s　内外出版協会　7月
水島耕一郎訳述
本間久雄　　　　「芸術上の功利主義」　早稲田文学　7月
S・K訳　　　　「人聞と樹との死」（原題「三つの死j）　早稲田講演　8月
瀬沼夏葉訳　　　「生ける屍」　秀才文壇　8月
伽囚レム’シユア・ケル　　「詩作と亭申経病（一．夢と詩）」　アララギ第5巻第9号記念号付録　9月
氏家　信抄訳
中沢臨川　　　　fトルストイ論」　中央公論　9月
長沢武男訳　　　「閑入の話」　北方文学　9月
　　　　　　　　「宿無し」　雄弁　9月
砂天郎　　　　　「トルストイの会」　読売新聞　10月
小西増太郎　　　「下僕の筆頭に表はれたるトルストイ先生」　大阪講壇　10月
六白星　　　　　「読むだもの」　新潮　10月
　　　　　　　　　「人は何れだけ土地を要するか」　早稲田講演　11月
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林　久男訳
矢口　達訳
瀬沼夏葉
　　　　　　日本トルストイ文献自録（⇒　（法橋）
「闇の力』（泰西戯顧叢書第1篇）　文会堂書店　12月
賜サック』　新陽堂
「トルストイの戯麟「生ける屍S」　秀才文壇10巻4号
1913年（大正2年）
中沢臨川
小西増太郎
柏原佑義
虫路愛山
吉村繁俊訳
中沢臨川
ル・イブウ
　久男訳
昇　曙夢
中沢臨川
中沢臨川
黒田　亮訳
小西増太郎
荒畑寒村
（土岐）哀果訳
林　久男
三孝
トルストイ夫入
土霞哀果訳
前田太郎訳
堀田熊二訳
雲舟訳
林　久男訳
尾瀬哀歌
近松秋江
播磨楢吉訳
「トルストイの芸術」　中央公論　1月
「始めて杜翁先生を訪ふ」　芸文　1月
「杜翁のf人生言飾を読むi　精神界　1月
「露国及びトルストイ伯」　独立評論復刊1号　2月
「闇の力」　早稲田文学　1～3月
鴨熟期に於けるトルストイの芸術」　中央公論　2月
「生ける屍」　　2月
「トルストイ小話」　早稲田講演　2月
「トルストイ夫人の手術一サロリアのトルストイ伝の一節」　薪潮　2月
「偶然一トルストイ伯の遺書より一J　新潮　3月
「トルストイ」　読売新聞　3月
『トルストイ』　東亜堂書房　4月
『家庭の幸福』　内外出版協会　4月
「没後のトルストイ」　現代　4月
「トルストイの思想」（詩〉　近代思想1巻7号
「狂人H記」　新公論　4・5月
「トルストイの文芸観及び其作物」　帝国文学　5月
「トルストイと音楽」　読売新聞　5月
「トルストイの予言」　近代思想1巻8号　5月
『隠遁』　新陽堂　6月
『生ける屍』　敬文館　6月
「少年の智慧」　6月
「トルストイの婦人観」　婦人評論　6月
「新刊紹介　土岐哀果訳罫隠遽2新陽堂」　近代思想1巻憩号　7月
「愛は生命である」　婦人之友　8月
「生ける屍」　モザイク　8月
「海外文壇　杜伯著作の出版者」　新潮　8月
「文壇無駄話」　文章世界　8・11月
「トルストイの日記」　新潮　8・ll・12月
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学報第60号
阿部次郎
森　鴎外訳
加能作次郎訳
小西増太郎
羅瀬哀歌
権馬御風
昇　曙夢
桐馬御風
相馬御風
TA
島村抱月
佐藤春夫
生田春月
舶藤一夫訳
昇　曙夢
小西増太郎訳
小西増太郎
TA
「トノレストイとルソオ」　新文林　9月
咄家（パァテル・セルギウス）」　文芸倶楽部　9月
「三つの死2　e人と土地』　『マルチン2　鱗人2（海外文芸叢書4篇）海外文
芸社　9月
「村め一日」　婦人評論　9月
f予が私淑せる桂翁の面影」　基督教世界　9月
「海外文壇　露西亜だよi）　，i　新潮　9月
「偉大なる終局一トルストイと『アンナ・カレニナ』」　新潮　10月
「露西亜文学に現はれたる罠族性」　新日本　10月
「「アンナ・カレニナ』」　秀才文壇　le月
「アンナ・カレニナ』（上・下）　早大出版部　10月
「新刊紹介　加能作次郎訳「三つの死s海外文芸社」　生活と芸術1巻2号
「記憶のために（一）一ホイットマンとトルストイー」　生活と芸術1巻3号
「トルストイの思想と芸術」（「ag2現代小品叢書第6所収）　忠誠堂　11月
「相馬氏の「アンナ・カレニナM　時事新報　11月
fドイッ座の「生ける駈」　モザイク　H月
「闇に輝く光2　文明堂　11月
「「アンナ・カレニナ2論」　早稲田文学　11月
『トルストイ宗教小説集譲（「名曲クレーツェロワ・ソナタ」　「主人と僕」　「罪
の泉源」）　警醒社書店　12月
「トルストイ先生に随行三時間の汽輩旅行」　芸文　12月
「近代劇物語（『闇の力』）」　12月
「記憶のために一ルッソウとトルストイー」　生活と芸術1巻4号
1914年（大正3年）
桂井当之助
加藤直士
TA
播磨楢吉訳
メレジニコフスキー
森瞬草平・安
倍能成訳
安成二郎
「人間としてのトルストイ」　1月
「欄に輝く光al・を読みて」　新人　1月
「記憶のために日一トルストイからゴルキイへ」　生活と芸術1巻5号
「新刊紹介　加ee－一夫訳「闇に輝く光alr文明堂」　生活と芸術1巻5号
「子の晃たる父トルストイ」　新潮　1・3・7月
『人及芸術家としてのトルストイ並びにドストヰエフスキ砲　玄黄社
「桂翁が夫入に贈りし書翰」　文章世界　2月
1月
1月
2月
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播磨楢吉訳
谷岡勝美
内ケ崎作三郎
小宮豊隆
内村鑑三
島村抱月
石坂養平
風江訳
H・H生
村上静人訳
近松秋江
前困天麟訳
相馬御風
豊島與志雄訳
井【コ桂村
樟歌
島村抱月訳編
馬場孤蝶訳
イリア・トルストイ
播磨楢吉訳
小野秀雄
べ一リング
早稲田文学
谷岡勝美
生田長江訳
葛西善蔵訳
武石一羊
藤波山人
日本トルストイ文献習録口　　（法僑〉
「トルストイの日記四」　新潮　2月
「芸術とその背景」　基督教世界　2月
「トルストKそっくりの老乞食（白中黄記）s　実業之H本社　2月
「アンナ・カレニナ論　三田文学　3月
「由上の垂訓について」　聖書の研究164号　3月
「復活」　早稲田文学　3月
「二つの道一トルストイとドストエフスキ」　帝国文学　4月
「幼子」　福音新報　4月
「レオ・トルストイの矛盾」　新潮　4月
「復活」　5月
「「アンナ・カレニナ』に就て」　早稲田文学　6月
「肉体の描かれたる芸術」　新潮　6月
「もとのおこりは」　帝国文学t6月
「欧州近代文学思潮」　6月
「アレキシス」　国民文学　7月
「社会及び政治改革家としてのトルストイ」　六合雑誌　7月
「トルストイと自殺」　六合雑誌　7月
『戦争・と平和2　（西洋大著物語叢書（⇒）　　7月
le戦争と平和（第一巻）2（菊版厚冊4巻）　7月
『子の見たる父トルストイーわが思い出　　』　新潮社　7月
「ヤスナヤ・ポリヤナ」　帝国文学　8月
「ロシヤの旅の挿話」　8月
8月　「モスクワの芸術座」，秋香小史訳「フェジャ（生ける疑）」，KK生「カ
チュシャ」，小島春潮「カチュシャ」
「不徹底の徹底，芸術座の発展」　新潮　9月
「文壇新潮　カチューシャの歌　トルストイ研究の鍵1新潮　9月
「父トルストイを読む」　基督教世界　9月
「死」（「イワン・イリイチの死」の一部）　東壁　9月
「アンナ・カレニナ」　9月
鉢ルストイのモウパッサン論」　9月
「カチュシャの歌」　9月
f不欄なカチュシャ（下）」　9月
「近代劇に現はれたる女性（『復活diのカチュシャ）」　9月
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内田魯庵
青頭巾
寺田春助訳
鴻巣訳
徳富藍花
山口　徹訳
山鐵　徹訳
仲田勝之助訳
神代飛影訳
林　鴎南訳
S・T・U
小林愛雄訳
森田草平訳
桃木江太郎訳
池田魏郎訳
坂垣邦器訳
小宮豊隆訳
原島八束訳
御風訳
阿部次郎
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　学報第6G号
「新刊紹介イリア・トルストイ・播磨楢吉訳辱の見たる父トルストイ2新
潮社」　生活と芸術2巻1号　9月
「トルストイに代って人間の迷妄を慨く（杜翁が若し生きてゐたら）」　中央公
論　10月
「二つの典型一「子の見た父トルストイ』を読む一」　新潮　10月
「生ける屍」　10月
「復活」　10月
「トルストイ翁訪問」　ポケット文学　10月
ヂ戦争と平和」　10月
「生ひ立ちの記」　10月
「緑の杖一トルストイ伯残後4周年の記念に一（トルストイの遺稿文の解説と
翻訳）」　生活と芸術2巻2～4号　10～12月
「カチュシャ」　10月
『闇の力x　植竹書院　11月
「世界的大戦乱とトルストイの予霧」　六合雑誌　11月
「ロシヤ文学印象記」（第7章トルストイ）　11月
「生ける屍」　11月
「アンナ・カレニナ」　1ifl
「カチュシャ」　11月
「コサック」　11月
「アンナ・カレ・ニナ」　11月
「復活」　11月
「トルストイ談話録一グッセフー」　新潮　12月
「戦争と平和」　12月
f光の中を歩めj　12月
1915年（大正4年）
相馬御風
相馬御風訳
阿部次郎訳
阿部次郎訳
森鴎外訳
『トルストイ伯の蛾争と平和』（名薯梗概）2　敬文館　1月
fトルストイ伯と其遺訓」　新日本　1月
「性慾論j　新潮文庫　1月
六合雑誌ロシヤ文化号　1月
「e泥溺（近代西洋文芸叢書）　博文館　1月
『結婚の幸愉（近代西洋文芸叢書）　博文館　1月
「パァテル・セルギウス」（儲国物語s泰西名著文庫第8冊所収）　国民文庫
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栄一訳
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御風訳
　　　　　　　田本トルストイ文献洞録⇔　　（法機）
刊行会　1月
「子供たちのための話」　新潮　2月
「文壇新潮　予の見たるトルストイの長子（大庭桐公一東京朝日）」　新潮　2
月
「流刑囚の話」　基督教世界　2月
「カチュシャ」　2月
「トルストイの生活より一グッセフー」　新潮　2・3・7月
「『アンナ・カリェニナsに就て」　三田文学　3月
「霧の村」　文明評論　3月
「近代文豪の肉体的研究　杜翁の性格と其性慾論」　三田文学　3月
f復活』　植竹書店　3月
「家庭人としてのトルストイ」　新潮　4月
「最初の酒つくり，黄金」　基督教世界　4月
『戦争と平和（第一）』　新潮社　4月
「人生』（f如何にして福音書を読むべきか又福音書の旨とする処は何である
か」「近世科学」「クロイツェル・ソナタに就て」「宗教と道徳」綜教とは
何ぞや且つ其要素は那辺に存するや」　「人生」　「僧侶に訴ふ」　「第一歩」　訂杜
翁書簡」「何故に人は自らを麻痺せしむるか」「百姓ボンダレフ」「無為」
「労働と怠惰」　玄黄社　4月
「「wr争と平和diを論ず」　三田文学　5月
fトルストイとドストエフスキー」　独立評論　5月
「トルストイの死面」　新潮　5月
「生ける屍」（独和対訳＞　5月
「トルストイ人道主義　　天弦堂　6月
「トルストイとの二燗年」　藤田文林堂　6月
「暗の力J　6月
「トルストイの観た文学者の生活」　新小説　7月
「戦争と平和論」　　7月
「新英雄主義（トルスイとカーライルを論ず＞」　第三帝国　7月
「我が臓悔1　　7月
「新刊紹介　加藤一夫ifトルストイの人道主義s天弦堂」　生活と芸術2巻11
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料理人ルミャンツェフ
播磨楢吉訳
堀内生
加藤一夫
阿部次郎
島田青峰訳
加藤一夫
相馬御風
御風訳
古館清太郎
臨川・長江
樒馬種夫
森鴎外訳
号　7月
「トルストイの思出」　新潮　8月
「自然と人」　いのち　8月
「悪魔の計略」　福音新報　8月
「新刊紹介　格馬御風訳『我が臓悔s新潮社」　生活と芸術2巻圭2号　8月
fトルストイの宗教論」　科学と文芸　9月
「トルストイの手紙より」　新小説　9月
「トルストイのドストエフスキーに就ての手紙（二通一ストラーホフに宛てし
もの）」　白樺　9月
fセヴァストポオリ』　国民書院　9月
「トルストイの宗教及び宗教観」　本然生活　10月
「トルストイの戦争観」　新小説　1瑚
『ナポレオン露国遠征論諜（トルストイ）　新潮社　11月
「生活の凝視一ニーチェとトルストイの比較」　生活と芸術　12月
「トルストイの人道主義」（「近代思想16講」所収）　12月
「「我が働臨についての雑感」　新潮　12月
「文壇新潮　トルストイの戦争観（栢馬御風一新小説）」　新潮　12月
llパァテル・セルギウスs（泰西名薯文庫）　国民文庫刊行会
1916年　（大正5年）
ロマン・ローフン
生田長江訳
中島徳行訳
鈴木悦次訳
ロマン・ローフン
成瀬正一訳
棺馬御風
橋馬御風
長瀬光司
兼多恒三郎訳
本間久雄
「トルストイ」　ラ・テール　1月
「トルストイ沙翁を罵る」　雄弁　1月
「コーカサスの捕虜」　揺藍　1月
「少女」（「戦争と平和Jの一一9＄）　洪水以後　1月
「トルストイ」　新潮　2月
「エミリアンと太鼓」　大阪毎日新聞　2月
『還元録（8・9海　春陽堂　2月
「芝居女主人公番附の三役　須磨子のカチュシャ」　女之世界
「トルストイ論文集（→　芸術論沙翁論』　早大出版部　3月
fトルストイの諸問題」　科学と文芸　4月
「舞踏会の後」　秀才文壇　4月
「トルストイの沙翁論」　早稲田文学　4月
「文壇新潮　写真に写ったトルストイ（広津和郎一第三帝国）」
3月
新潮　4月
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ポール・プルージェ
豊島與志雄訳
グリアースン
福永挽歌訳
江馬　修訳
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昇　曙夢
徳富藍花
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落合謙次訳
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青々園
伊庭　孝
武者小路実篤
八杉貞利
日本トルストイ文献冒録口　　（法橋）
『トルストイ2　ラ・テー一ル　4月
「トルストイズムの神髄」（上・下〉
「フルンシスとトルストイ　」（上中下）
「｝ルストイの誤謬」　新潮　5月
「トルストイ論」　新潮　5月
中外日報　4月
　中外日報
「春」　文章倶楽部　5月
「トルストイの芸術論・トルストイのf復楡を読みて」　科学と文芸　5月
「トルストイに就て」　表現　5月
『トルストイ民話集譲（「愛あるところに神います」　「人はどれ程の地爾が入る
か」「二人の巡礼」「教子」「馬鹿のイワン」「人は何で生きるか」「麺包の
皮」　「イリヤスの話」〉　洛陽堂　5月
「文壇新聞　トルストイと蘇峰（吉井勇一読売新聞）　新潮　5月
「トルストイに関する著作とuシア語の練習」　新潮　5月
「トルストイの家，ヴロンカ川の水浴」（徹景文』所収〉　博文堂　5月
「トルストイの沙翁論を評す」　帝国文学　6月
「トルストイの手紙」　創造　6月
「カチュシャの話」　婦人公論　6～8月
「トルストイの論文から」　第三帝国　7月
「勤労と怠惰」　科学と文芸　7月
「『闇の力』の舞台面」　新潮　7月
「さそり，卵に似たる穀粒」　7月
「『闇の力』に就て」　読売新聞　7月
「芸術座の欄の力2」　読売新聞　7月
「須磨子の「闇の力S」　都新聞　7月
「欄の加を評す」　時事新聞　7月
f小さき泉（トルストイが死を観た時）」　7月
「トルストイの手記」　科学と文芸　8月
Ff闇の力sの印象」　文章世界　8月
「芸術座の『闇の力』」　早稲田文学　8月
「力及び愛の哲学（ニーチェとトルストイ）」　独立評論　8月
f時局と桂翁主義者」　東亜之光　8月
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森田草平
松居松翁訳
アルツィバーシェフ
馬場哲哉訳
昇　曙夢
　　　訳米川正夫
坪田譲治訳
トルストイ研究
「欄の力溺　新小説　8月
ifアンナ・カレニィナi　新潮社　9月
「作者の感想一トルストイ論」　早稲田文学　9月
「芸術座の「アンナ・カレニナ」」　万朝報　9月
「新続カチューシャの話」　婦人公論　9月
「gアンナカレニナ3劇」　読売新聞　9月26日
『戦争と平和3　新潮社　　9月
fコルネイヴシリエフ他一篇誰　洛陽堂
1号　9月
　　　厨川白村訳「トルストイの日記より」，阿部次郎「トルストイに関する思出」，昇曙夢「露
　　　西亜文学に於けるトルストイの地位」，楮馬御風「おぼえがき（ロマン・ロランの「トル
　　　ストイ」を読んだ感想）」，内田魯庵「トルストイとH本の文壇」，「余は如何にしてトル
　　　ストイを知り，或は之に傾倒するに至りし乎（諸家より得たる圓答）」（森田草平「結論
　　　　よりもプロセッスi，石坂養平「トルストイの不完全性」，長谷川誠也「メレジュコフス
　　　キイの外ルストイ』を読むまで」，加藤一夫「感想の一つ」，長輿善郎「偉大な力強い
　　　恩師の一人」，本闘久男「g芸術とは何ぞや爵とy復活』と」，米川正夫「桂ひ立ちの記』
　　　　と露語研究の動機」，久米正雄「芸術家としてのトルストイ」，小山内薫「「光闇に輝くdi
　　　　を見て」，安倍能成「俄が宗教iと非戦論」，江馬修「ファミリアな感じ」，武者小路実
　　　篶「トルストイに傾倒するようになったのは」），パンクラァトフ　播磨楢吉訳「トルス
　　　　トイの墓に詣つるの記」，前トルストイ家書記グセブ「ヤスナヤ・ポリヤナの追憶」，広
　　　津和郎骸術家時代と宗教家時代」，原島八束訳「　ifトルストイ談話録』より」，中村吉蔵
　　　　「v闇の力sと作劇家としてのトルストイJ，IK生「「闇の加梗概，小林愛川「トルス
　　　　トイ雑話」，「トルストイ年譜」，「人は何によって生くる乎」，青年諸家のトルストイに対
　　　する感想（1）」（北島ひろし「大正5年8月10日の手記よt）　」，東旅人「トルストイと私」，
　　　　山口草二「我観トルストイ」，榛葉信乃「トルストイの所謂『偽芸術S」），「編輯者よ
　　　　り」，「トルストイ会々報」
大杉　栄　　　　「新しき世界のための新しき芸術」　早稲田文学　1G月
松居松翁　　　　「アンナ問答」　演芸倶楽部　10月
渡辺　清訳　　　「貧老の樹一トルストイの秘書から」　10月
トルストイ研究　2号　10月
　　　昇曙夢訳「手紙一つ」，メレジュコーフスキイ　中村白葉訳「キリストの日雇入（トルス
　　　　トイの日記に就て）」，生囲長江「トルストイとニイチェ」，本間久雄「トルストイの芸術
　　　観と其批評」，昇曙夢訳「ボUディノのナポレオン」，江馬修訳「三つの質問」，f百姓と
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　　　　瓜」，パンクラアトフ「杜翁終焉地アスターポーウオを訪ふ記」，イ・イ・オゾリン「ト
　　　　ルストイの終焉」，「病床のトルストイ」，「トルストイ訪問記」（（1）ヘンリィ・ジョージ「美
　　　　しきヤスナヤ・ポリヤナ」（2）徳富薩花ヂ初対面」），エドワァド・ガァネット「トルスト
　　　　イの生涯及び作物（1）」，ABC「『アンナ・カレニナi梗概J，申村白葉編「トルストイ彙
　　　　報（1）」，「ヤスナヤ・ポリヤナの自由大学」，「トルストイ雁音謝に加へられた追害」，
　　　　「人は何によって生くる乎（承前）」，「青年諸家のトルストイに対する感想（2＞」（灰霞虐
　　　　風「闇に燵く人」，佐藤静夫「杜翁雑感」，小茂細薩雨「光明ある亦遊」），「編輯者よ
　　　　り」，「反響」，「トルストイ会々報，トルストイ研究会」
　　　　　　　　「ロシア文学の原稿料」　科学と文芸　10月
西村　貞訳　　　「トルストイ通俗物語集s（「王様と哲学者」「神の審判」「梅改めし罪人」
　　　　　　　　「三人の隠者」　「卵ほどの小粒」　「二人の兄弟と黄金」〉　共立社　10月
　　　　　　　　「文壇新潮　トルストイの非戦論（安倍能成一トルストイ研究）」　薪潮　10月
パウル・ビルコフ　　「トルストイ伝」　早稲田文学　10月～1917年1月
御風訳
トルストイ研究　3号　11月
　　　　「トルストイ談話録より」，武者小路実篤外ルストイに就いて」，加藤一夫「5ルスト
　　　　イの宗教観」，石田三治「トルストイと性慾問題，福士幸次郎「「イワン・イリKッチの
　　　　死2と「主人と下男2を民衆芸術と見て」，ドストイエフスキイ　山村暮鳥訳「流刑通
　　　　信」，八杉貞利「露西亜国罠性と其文明」，大庭桐公訳9支那人に与ふ」，播磨檎吉訳「ト
　　　　ルストイ絶筆二篇一厳重なる意味に於てのトルストイの絶筆，論文～篇と書簡一羅一
　　　　（嘆際的方法』『名残の手紙ls）」，鈴木福治訳「石」，フランシス・グリヤスン「Fルス
　　　　トイを論ず」，エドワァド・ガアネット「トルストイの生涯及び作物（2トツルゲネエフー
　　　　旅行一教育上の経験一」，中村白葉編「トルストイ彙報（2）」，ABC「『アンナ・カレニナ1
　　　　梗概（承前）一復讐は我に在，われ必ず之を報む」，「入は何によって生くる乎（承
　　　　前〉」，「読者論壇」（加隈傳9トルストイに就いて」，囚二坤入「砥究の門出」〉，「編輯者
　　　　より」，倫敦杜翁研究会編「トルストイー日一訓」，「トルストイ会々報・トルストイ通信
　　　　研究欄について）
松居松翁
石田三治
石瞬三治
江馬　修
加藤一夫訳
「「アンナ・カレニナle・に就て」　新演芸　11月
「トルストイの人生観に於ける一大欠点」　早稲瞬文学　11月
「芸術座の『アンナ・カレニナX」　早稲田文学　11月
Fトルストイ研究の研究」　六合雑誌　11月
「人道主義　諸家幼年少年」　新潮　11月
『我等何を信ずべき乎2　洛陽堂　11月
「露西亜の革命と文学」　11月
94
学報第6◎号
トルストイ研究　4号　12月
　　　相馬御風f真の生活と動物我（トルストイ「A生論』より）J，広津和郎「トルストイと
　　　チェーホフ」，本問久雄「トルストイとヅホボル」，竹林熊彦「トルストイの自署」，石田
　　　三治「トルストイ対メーテルリンク」，森田草平「トルストイの芸術的方面一其の片鱗に
　　　就いて一」，プランジェ　播磨楢吉訳「桂翁の心友チェルトコフ」，安東禾山「現代社会
　　　に及ぼしたる杜翁の影響」，鑓田芳花訳「三人の隠者」，鈴木福治訳fイリヤース」，ユリ
　　　ウスハルト　生田春月訳「トルストイの芸術」，「トルストイとツルゲエネフとの反目（ラ
　　　イブラリK・ウワークより）」，「人は何によって生くる乎（承前）」，ガァネット外ルス
　　　　トイの生涯と作物（3）－le地主の朝』～『幼年』　「少年』　『青年』一『雪嵐譲　『三つの死m
　　　其他一『コサックス」一」，「読者論壇」（阿部宿木「トルストイに親しんでから」，小野
　　　三好「財ワン・イリイッチの死mを読んでj，野村孤月「杜翁雑感」，豊福一木「「我臓
　　　慨の余白に」），「編輯者より」，「トルストイ会々報」
生田長江
堺　枯川
（鑓田）芳花訳
鑓田芳花訳
島村抱月
　　　　訳
鈴木悦次
西宮藤朝訳
根馬御風訳
幸徳秋水
山川　均
山口孤剣
高畠素之
荒畑勝三
白柳秀湖
山川菊栄
「トルストイと日本の思想界」　新小説12月
「小説「復活』を評す（及び諸家のトルストイ評）」　新社会（トルストイ論特
輯）　12月
「額律殺されんとして」　12月
「愛ある所に」　12月
『戦争と平和2　目黒分店　12月
トルストイ叢書
　　　①生田長江訳俄が宗教誰9月
　　　人と下％
　　　ヂ・ムラート』，⑤中村吉蔵訳欄の力』（他に「生ける屍」収録），⑥広津和郎訳『コサ
『トルストイ論文選集』（「愛と暴行」「現代の奴隷制度」「暴行の法則と愛の
法則」　「労働者に与ふる書」）　トルストイ協会　12月
鉢ルストイ論文集』（⇒（「宗教とは何ぞや」「宗教論」「我が信仰」）　早稲
田大学出版部　12月
「1・翁の非戦論を評す」
「闘争と人遵」
fトルストイ主義者の馬鹿」
「トルストイ主義の幽霊」
「露国の大久保彦左」
「科学の大泥捧」
「クロポトキンのみたるトルストイ」
全12巻　新潮社　1916年～1918年
　　　　　　　　　　②福士幸次郎訳「イワン・イリイッチの死fi（他に「主
　「高架索の捕虜」収録）IO月，③江馬修訳『幼年・少年書，④相馬御風訳「ハ
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ック21917年4月，⑦江馬修訳「青年』5月，⑧広津和郎訳ワロイツェル・ソナタs
（他に『吹雪s収録）10月，⑨谷崎精二訳『結婚の幸愉（他に「アルバァト」「三つの
死」収録）11月，⑩田申純訳「地主の朝』（他に「ポリクウシュカ」収録＞1918年2月，
⑪山内封介訳『贋造手形』（他に「コルネイ・ワシーリェフ」　「神父セルギー」収録）4
月，⑫島田青峰訳粍ヴァストオポリ212月
1917年（大正6年）
江渡秋嶺
　（幸三郎〉
蓼村訳
明咬子
素木シヅ
トルストイ研究
「トルストイを知らざる記3　第三帝国8G号　1月
「悔改めたる罪人の話」　第三帝国　1月
「トルストイの手蹟」　文章世界　1月
「トルストイの低能的思想とドストエフスキーの天才的思想」　婦人文芸　1
月
「トルストイの声を聞く」　大学評論　1月
「愛は何を強要する乎」　近代思潮　1号
「カチュシァ」　読売新聞　1月
「文壇新潮　卜翁の肉の洞観（森田草平一トルストイ研究）i　新潮　1月
2巻1号　1月
相馬御風訳「苦しみ闘ふ事が（「性慾論」より）」，アンドレエ・シュアレス　増瞬篤夫訳
「生けるトルストイ」，武者小路実篤「トルストイの力（手紙）」，余はトルストイの思想
の浸潤普及を如何に見る乎（諸家より得たる回答）」（安部磯雄「就申その無抵抗主義」，
横井時敬「余の喜びざる所」，宮田脩「自然の道行」，三並良「意志的理想主義者」，高木
壬太郎「模倣者を戒む」，桑木厳翼「詳細の事情に通ぜず」，高島米峰「詩も作り醗も作
t）　」，田中葦一郎「20年も昔のこと」，堺利彦「社会主義者のト翁観」，杉村楚人冠「トル
ストイが嫌い」，山室軍兵「基督を知る為に」，Tetuzo　Okada「L．　T．　」，青柳有美「ショ
ウペンウエルとトルストイ」〉，山内封介「トルストイの草稿」，新関良三「トルストイの
文明観」，加藤朝鳥「杜翁と近代主義」，永井白虹訳「旅人との対話」，関口簿訳「田園の
唄」，斎木仙酔「トルストイの作品からJ，喜多村進「トルストイと彼の思想の表白J，石
田三治「トルストKの神秘主義批判」，ルミヤンツェフ「朝の散歩（トルストイの思ひ
出）」，相馬御風訳「何たる力ぞ」，中村臼葉編「Fルストイ彙報（4＞」，パウル・ビルコフ
「両文豪の葛藤（卜翁とツルゲエネフ）」，「ツルゲエネフのトルストイに送れる手紙」
「読者論壇」（久保田穣「夜の悩み」，山日生「eトルストイの宗教論を見て」，川上清
吉「石見の海岸より」）「トルストイ通信研究（1＞1（「（1＞トルストイの書の英独訳」，「②
トルストイとツルゲーネフ」，「（3＞ブランデスのトルストイ観」，「（4廟易聖書について」）
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　　　　「編輯者より」，昇曙夢訳「トルストイのB寵」，「トルストイ会々報」
三浦関造　　　　「小学教師としてのトルストイ」　更新文学社　1月
トルストイ研究　2巻2号　2月
　　　　「親愛なるソフ4イよ（書簡）」，広津和郎「怒れるトルストイ」，石田三治「トルストイ
　　　　と神秘主義挑判（承前）」，「レオ・トルストイ伯来朝」，久保正夫訳「子どもの智慧」，ア
　　　　ンドレエ・シュアレス　増田篤夫訳「生けるトルストイ」，鈴木禎二訳「トルストイ書翰
　　　　集より」，相馬御風「「ハヂ・ムラートsの翻訳について」，チェルトコフ　山内封介訳「ト
　　　　ルストイの五周年を詑念して」，昇曙夢訳「子供達の為に」，鈴木福治訳「露西亜政府に
　　　　対するトルストイの挑戦」，レオ・レオヰッチ・トルストイ「現代の露西亜文学に就
　　　　て」，加藤朝鳥編「トルストイ辞彙（1）」，徳富蘇峰「杜翁を訪ふの記」，内山賢爾「トルス
　　　　トイの倫理観」，鎚田芳花訳「浮浪人」，「読者論壇」（渡辺昌和「真実の一路」，鴨志田黎
　　　　明外ルストイに至るまで」，沢山葭水「卜翁の性慾観と自分藩）　「雑感涯（灰田虐風「性
　　　　慾の襲撃」，熊谷鬼堂「強烈なる罪悪観念」，豊福一木「w三人の隠者壽を読みて」，藤沢
　　　　清二「f幼年少年譲を読了して」）「編輯者より」，「トルストイ会々報」
石田三治
六白星
秋江
片上　伸
加藤一夫訳
百島　操訳
長崎次郎訳
昇　曙夢訳
トルストイ研究
トルストイ会「リョフ・リウオウヰチ・トルストイ伯歓迎の辞」，
に寄せたる手束」，昇曙夢「小トルストイ訪問記」，諸ig　「小トルストイの印象」，安部磯
雄「トルストイの無抵抗主義」，益田國基「戯醜家としてのトルストイ」，鈴木福治訳「悔
い改めた罪人」，広津和郎V怒れるトルストイ（承前）j，イリヤ・トルストイ「死の恐
怖」，近松秋江「トルストイの筥能上の着眼点」，イリヤ・トルストイ「ヤスナヤ・ポリ
ヤナの近況」，荒津浦人訳「唯理性に依ってのみ（ある質問者への返信〉」，加藤朝鳥編「ト
「トルストイと基督教」　六合雑誌　2月
「愛と暴行」　秀才文壇　2月
「fハジ・ムラアトsを読む」　新潮　2月
「トルストイ僧を歓迎す」　読売新聞　2月
「トルストイ論」（囎西亜文芸の主潮s所収）　2月
「杜翁記念の夜」　東京朝E新聞　2月
曖ある所に神あり』（他に「殺人者の悔恨」「三人隠者」「村の三日間」「侵
入」収録）　2月
「二人巡礼」　2月
「人は何れだけの土地が要るか」　2月
『蝋燭と二老ん（「悪魔に依る者は脆く神に依る者は強し」「女の子は老人よ
り溺巧である」「二老入」「二入の兄弟と黄金」「蝋燭」収録）（トルストイ
小説文庫一）　新潮社　2月
2巻3号　3月
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「小トルストイの本誌
97
日本トルストイ文献目録¢⇒　（法橋）
ルストイ辞彙（2）」，ワシリイ・モu一ゾフ　山内封介訳「私の先生一教師としてのトルス
トイー」，武田義彦訳ド神は真理を観たまふ，されど待ちたまふ」，アイルマア・モオド
川島見一訳「トルストイと語る」，片上伸「トルストイ記念会の～夜」，「読者論壇」（坦
上清吉「石見浜田の港より」，灰田虐風「万物は労苦す」），「欄の加上演中止について
一
会員名簿作成の為に一」，「編輯者より」，「トルストイ会々報」
砥上常雄訳
土肥政勝訳
加藤一夫訳
河上　肇
石田三治
漿：果
曙夢
福士幸次郎訳
鑓田芳花訳
パウル・ビルコフ
相馬御風訳
有島武郎
律次郎訳
山内封介
久保正夫訳
トルストイ研究
「三人の隠者」（一般人叢書第3篇）　洛陽堂　3月
「侵入」（一般人叢書第4篇）　洛陽堂　3月
「村の三日聞」（一般人叢書第5篇）　洛陽堂　3月
「貧乏物語」　　3月
「トルストイ宗教の特徴」　開拓者　3月
「孤龍」　科学と文芸　3月
F再びトルストイを訪ふ」　読売新聞　3月
「小杜翁と語る」　文章倶楽部　3月
「小トルストイが臼本に於ける感想，トルストイと大学生の対話」　大学評論
3月
「イワンの馬鹿」　3月
「トルストイ美辞名句集」　3月
「熊狩」　秀才文壇　3月
「コーネ・ワシリエン」　3月
「トルストイイ云』　新潮社　3月
「流腹に塗られたるユニホーム」　大学評論
「トルストイの臼記よ！l　」　文章世界　4月
「小トルストイの印象」　新人　4月
「杜翁の描写」　文章倶楽部　4月
「須磨子の生ひ立ち（復活のこと）」　女之世界　4月
「人はどれだけの土地を要するか」　4月
2巻4号　4月
グセブ「飲酒，老年，努カー，グセブの外ルストイ談話録譲より」，久保正央「トルス
トイと歴史一（「戦争と平和liの歴史論について）一」，石田三治「クロイツェル・ソナ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エヂニエ　ニエタに就いて」，F生「小トルストイ伯の講演を聞く」，鈴木福治訳「一致一レオ・レオヰ
ッチ・トルストイの警告とトルストイの精神」，加藤一夫噛然と人道」，益田國基「欄
の力3の研究一戯曲家としてのトルストイ」，加藤朝鳥編「トルストイ辞彙（3）」，ゲオル
グ・ブランデス外ルストイ論」，昇曙夢訳「子供達の為めに（トルストイの御伽噺）j，
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　　　　鑓田芳花訳「空太鼓」，アイルマア・モオド　川島見一訳「トルストイと語る」，ガアネ
　　　　ット「トルストイの生涯と作物（4）」，播磨楢吉訳「杜翁埋骨の地」，「読者論壇」（川上清
　　　　吉5講言だけれど」，山口林之助「『戦争と平和sを読む1，小野三好「業火」），「編輯者
　　　　より」，「トルストイ会々報（小トルストイの講演に就て）」
広津和郎　　　　「卜翁の芸術と思想」　中央文学　5月
加藤一夫　　　　外ルストイは革命運動を如何にみたか」　科学と文芸　5月
トルストイ研究　2巻5号　5月
　　　　グセブ「忘却・慈善・芸術（鉢ルストイ談話銚より）」，野上豊一郎「トルストイの実
　　　　感的表現（序論）」，加藤一夫訳「蛇の頭と尾一子供達の為に書ける杜翁の小話一」，久保
　　　　正夫「良心の問題一fアンナ・カレニナ』その他に現れたトルストイの人生観について
　　　　一」，加藤朝鳥「無限苦痛の杜翁か」，昇曙夢訳「偶然」，益田國基建闇の加厨究（承
　　　　前）」，加藤朝鳥編「トルストイ辞彙（4）」，松島穣訳「クレザスとソロン」，浅田清訳「終
　　　　始一貫せる杜翁」，モU一ゾフ　山内封介訳「私の先生一小学教師としてのトルストイー
　　　　（ヤスナヤ・ポリヤナの農夫）」，ガアネット「トルストイの生涯と作物⑤」，フランシス・
　　　　グリヤスン　中村詳一訳「権威無き予雷者」，S・S生「トルストイ翻訳史一斑（1）」，鈴
　　　　木福治訳「死の恐怖（杜翁の書簡集より）」，「読者論壇」（安藤兼吉「農園より」，熊谷鬼
　　　　堂「感化性強きトルストイ」，伊藤至郎「キエル・ケゴオルについて」），騙集輯者よ
　　　　り」，「トルストイ会々報」
片上　伸
長瀬鳳輔
石田三治
石田三治
鑓田芳花訳
衛藤利夫訳
加藤一夫
阿部勝也訳
加藤一夫訳
秋庭俊彦訳
小林愛川
「トルストイと革命」　露西亜　5月
「mシア革命の話」　婦人公論　5月
「杜翁のまわりを廻りつつ」
「スラブ民族とトルストイ」　日本評論　5月
「宗教改革者としてのトルストイ」　開拓者
「人は何によって生くるか」　5月
『火を等閑にせば燃上らん2（他に「空太鼓」　「欲望の念は必要以上に強し」収
録）（トルストイ小説文庫4）　新潮社　5月
「トルストイと革命思想」　Bomaji　5月
「宗教と道徳」　思潮　5月～7月
「少年の為の物理の話」　新国民　5月～7月
「トルストイ青年時代のH記」　中央文学　6月
「チェホフの『可愛い女」に就て」　早稲田文学　6月
「肉体の描写」　文章倶楽部　6月
「トルストイに関する平明の真理」　新東洋　6月
噸治大正の文学早わかり」　6月
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代永征二郎　　　「神は真理を知り給へど唯時期を待ち給ふ」　都会及農村　6月
トルストイ研究　2巻6号　6月
　　　　グセブ「唯努力に依ってのみ（『トルストイ談話銚より），阿部次郎「一つの解釈」，安
　　　　倍能成「我等何を為すべきかJ，野上es－一郎啖感的表現の価値一トルストイの技巧につ
　　　　いて一」，鈴木福治訳「アッシリヤ王アッサルハードン」，福士幸次郎「トルストイを受
　　　　け入れる日本人の背景」，鑓田芳花「f我が繊悔』よりy人生論露へ」，柴田勝衛訳「道徳
　　　　的争闘を記録せるトルストイの青年期の日記」，イリヤ・トルストイ「ヤスナヤ・ポリヤ
　　　　ナの村塾，加藤朝鳥編外ルストイ辞彙（5）」，加藤武雄訳「あまり高い！（トルストイ）
　　　　一モオパサンの小説から」，堀江朔「eコサック」の主人公によって杜翁の生涯を論ず一
　　　　友人広津君に送る一詳，ガアネット「トルストイの生涯と作物（6）－e我が骸悔2－『我が
　　　　宗教』一」，ゲオルグ・ブランデス「トルストイ論（承前〉」，金田常三郎訳瞬踏会の後
　　　　一トルストイ遺稿一」，SS　IE「｝ルストイ翻訳史一斑（2）」，「編輯潜より」，「トルストイ
　　　　会々報」
本間久雄
田山花袋
B原田柴山訳
大杉　栄
トルストイ研究
「トルストイの沙翁論」（「近代文学の研究』所収）　6月
「私の最初の翻訳」（『東京の三十年』所収）　6月
「復活」　6月
「近代文学と新犯罪学」　新小説　6月
2巻7号　7月
憤潔について」，武者小路実篤「トルストイに就ていろいろ」，石照三治ド杜翁の音楽
論」，堀義二「私の作ったトルストイの肖像について」，加藤朝鳥編ヂトルストイ辞彙
（6）」，広津和郎「如何なる点から杜翁を見るか」，浅田清訳「トルストイの死」，鑓田芳花
「トルストイとオスカアワイルドー俄が宗教llと窪獄中記」」，ガアネット「トルスト
イの生涯と作物（7）y我等何をなす可き乎AJ，中目昇磯訳「教父」，安成二郎訳「子供達
の為めに」，「読者論壇」（川上清吉「杜伯の社会観に就て生田長江氏に」，中島四迷「芸
術の為めに」，藤沢清二9対照的な論法」，伊藤至郎「おどおどする心」），「編輯者よ
り」，　ヂトノレストイ会々報」
加藤一夫
宮坂象二訳
長岡義夫訳
長綺次郎訳
「トルストイの自然生活論挑判」　中央公論自然生活号（増刊〉
「労働と死と病気」　露西亜　7月
「蛇」　露西亜　7月
「ヤスナヤのB雇人トルストイ」
「ズラーテの瑠緋店」　世界文学
「女の革命家」　処女文学　7月
「『ロシヤ文芸の主潮護を読む」　中央文学
「イワンの馬鹿」　7月
文章世界　7月
7月
7月
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西村　貞訳
百膓　操
山本　鼎
トルストイ研究
「労働と死と病気」　7月
「吾は如何にして信仰に入りしか」　7月
「復活（世界名著お伽噺）」　7月
「カチュシャ絵物語」　主婦之友　7月～10月
「ヤズナーヤ・ポリヤナの遭憶」　新潮　8月
2巻8号　8月
　　　　「此の一事のみ善」，野上豊一郎訳「答のニコライ」，米川正夫「ドストエーフスキイに
　　　　就いて」，鑓田芳花訳「子供等の為に（トルストイ小話）」，新関良三「トルストイの神に
　　　　ついての雑感」，堀江朔「余の杜翁評論に関して広津君に答ふ」，石坂養平「トルストイ
　　　　と日本の人道主義者」，石田三治「トルストイの絵画論」，野村一意「トルストイの絶対
　　　　主義」，内山賢爾訳「狂人の追憶」，加藤朝鳥編「トルストイ辞彙⑦」，川上清吉「田中王
　　　　堂氏の杜翁観を評す」，アルマア・モオド　谷口武訳「トルストイの思想概観（1）一トルス
　　　　トイ入門者の為に一」，騙輯者より」
トルストイ研究　2巻9号　9月
　　　　グセブ「音楽一善の法貝山，加Wt－’夫「宗教家としてのトルストイ」，岡中純「トルスト
　　　　イの魅力」，赤木桁平「トルストイの先駆者」，鑓田芳花「実在には勝てないか」，「子供
　　　　達の為めに」，代永征二郎訳「スラアトの城誹店」，加藤朝鳥編「トルストイ辞彙（8）」，山
　　　　口左武郎訳「無抵抗主義に関するトルストイの書簡一イー・エチ・クロスビー氏に一
　　　　一」，加藤朝鳥「異教的トルストイ」，シイマンズ　鈴木禎二訳Fトルストイの芸術論に
　　　　就いて」，木下光生訳「三つの死」，アイルマア・モオド　谷口武謂訳「トルストイの思
　　　　想概観（承前）一トルストイ入門者の為に一j，イリヤ・トルストイ「労働の動機（手
　　　　紙）」，「諸者論壇」（長尾和彦「怒るといふ事に就いて」，渡辺昌知「トルストイと私の死
　　　　の観念」，石川雄太郎「思ひ出つるま・」），「編輯者より」，「トルストイ会々報」
加藤一夫訳　　　「トルストイー臼一想」　9月
百島操訳　　　「悪魔とパンと酒」　9月
長崎次郎訳　　　「火花一つも家を焼く」　9月
トルストイ研究　2巻10号　10月
　　　　加藤一夫訳「ge話　一つ・狐の尾」，昇曙夢「杜翁出現以前の露西亜文壇の概勢」，「トルス
　　　　トイの作品の印象（1）」（豊島興志雄「大きい，力強い，頑丈な手」，田中純「fアンナ・カ
　　　　レニナ」所感」，広津和郎「91」争と平和』を読返して」，小山内薫「ytkける屍sの印
　　　　象」），川島見一「トルストイ破門始末」，石田三治「トルストイの美学1，水守亀之助「ニ
　　　　キタの臓梅」，喜多村進「杜翁の三つの特色とロシアの歩み」，三ヶ島純訳「壺のアリョ
　　　　ーシャ」，鼎「ヤスナーヤ・ポリヤナの追憶」，浅田清「トルストイの輪郭（1）一トルスト
　　　　イ入門者の為めに一」，伊藤松雄訳「喜劇最初の醸造者」，「編輯者より」
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吹田順助訳
昇　曙夢訳
涌島義博訳
昇　曙夢訳
トルストイ研究
臼本トルストイ文献陰録（⇒　　（法橋）
「ドストエフスキーの「アンナ・カレニナs論」
「人は何によって生きるか」　10月
「生ける屍ll　国民新聞　10月31日
「神と人（トルストイ1・2）」
「熊狩の話（上・下）」　新国民　10月・11月
2巻11号　11月
帝国文学　10月
白樺S　910・11号　10月・11月
［劔この号は，「皇帝ニコラス」が安寧秩序を素乱するという理由で発売禁止の処分を受
けた。（翌月号の「編輯者より」による〉］
イリヤ・トルストイ「草を刈るトルストイ」，昇曙夢fトルストイ出現当時の露頭亜文
壇」，島村抱月「娃ける屍x上演に就て」，加藤一夫訳「鶉とそのつれあひ」，「トルスト
イの作品の印象（2＞」（吉田絃二郎「種子は地に播かれたj，加藤朝鳥「罪ハヂ・ムラニ梅
を読む」，野上豊一郎　「トルストイは笑はない人であった」），「恋愛に就て」，チェスタ
アトン「狂熱のトルストイ」，加藤朝鳥編「トルストイ辞彙⑨ll，宮島新三郎訳「皇帝ニ
コラスー未だ発表せられざりし「ハヂ・ムラート」中の一章一」，石田三治「文学批評家
としてのトルストイ」，稲毛誼風「ギョーのトルストイ観」，野村～意「基督・トルスト
イ・ルソー」，藤沢清二「トルストイに就ての断想」，大泉黒石「杜翁の周囲（1＞」，浅沼清
訳「トルストイの輪郭（2）一トルストイ入門者の為めに一J，山口左武郎訳ヂ如何に福音書
を読むべきか」，「編輯者より」
石田三治
村上静人訳
島村抱月
百島　操訳
畔上賢造
トルストイ研究
「大学を退くまでのトルストイ」　大学評論　11月
外ルストイ傑作集s（泰西傑作叢書5）（「アンナ・カレニナ」「復渚」「コサ
ック」　「闇に輝く光」）　佐藤出版部　11月
「「生ける屍謁に就て」　読売新聞　11月
「名曲クmツエァ・ソナタ」　11月
「さすらひの歌（9SEける屍sの小唄三篇）」　11月
「理想家トルストイ」（il歩みし蹴所収）　11月
2巻12号（杜翁作品号）　12月
　　　　「トルストイの作品（特集）」（昇曙夢訳「エルマーク（短篇）」，三ヶ島純一X　「吾が夢（短
　　　　篇）」，浅野良吉訳「主人と一F男（稿本）3，長井みほみ訳「凡ての過ちの因（戯蜘」，山
　　　　内封介訳「コルネイ・ワシーリヱフ（短篇〉」，「生に対する二個の見解」，舶藤一夫訳「子
　　　　供達の為めに（童話）ll），「イリヤ・トルストイの作品」（鑓田芳花訳「小さな青い杖（小
　　　　品）」，小坂春雄訳「赤いバシュリスク（小品）」），財リヤ・トルストイのこと（記
　　　　事＞」，大泉黒石「杜翁の周囲（2）　」，花園緑人「トルストイの少年時代の日記」，「編輯考よ
　　　　t＞　」
石田三治　　　　「圏転期のトルストイ」　開拓者　12月
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石田三治
石田導台
昇　曙夢
河竹繁俊
小山内－薫
夏木　茂
昇　曙夢訳
長崎次郎訳
f教育家時代の杜翁s　六合雑誌　12月
『全トルスト・鞠　大鐙閣　12月
鉢ルストイ十二講x　新潮社　12月
「杜翁画伝」　文章倶楽部　12月
「上場された生ける屍」　文章世界　12月
「主人と僕」　中央文学英文欄　12月
ヂ泰西劇上場に就て島村抱月氏に訊す」　中央公論　12月
「生ける屍」　新演芸　12月
「キエフからヤスナヤ・ポリヤナまで」　三田文学　12月
「野猪狩」　新国民　12月
「イエスの教へ」　12月
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